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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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HD74HC4538 
Dual Precision Retriggerable/Resettable Monostable Multivibrators 

RJJ03D0501-0300 
(Previous ADJ-205-495A (Z)) 

Rev.3.00 
2005.03.25 

概要 
HD74HC4538はリセット, リトリガの可能な単安定マルチバイブレータで入力パルスの立ち上がり, 立ち
下がり, いずれの edgeからもトリガを行うことができます。出力パルスの幅および精度は外付 Cx, Rxの時, 
定数によって決定されるため, 広範囲の正確な出力パルス幅が得られます。またリニア CMOS技術により出
力パルス幅のコントロールがより正確に行われています。 

 
tw (out) = 0.7 • (Rx) (Cx) 

 

特長 
• 高速動作 tpd (A or B to Q) = 22 ns typ. (CL = 50 pF) 
• 高出力電流 LSTTL 10個駆動可能 
• 広動作電圧範囲 VCC = 2～6 V 
• 低入力電流 1 µA max. 
• 低消費電流 ICC (static) = 130 µA max. (Ta = 25°C) 
• 発注型名 
 

発注型名 パッケージ名称 
パッケージコード

(旧コード) 
パッケージ略称 テーピング略称 (数量)

HD74HC4538P DILP-16ピン PRDP0016AE-B 
(DP-16FV) 

P — 

HD74HC4538FPEL SOP-16ピン (JEITA) PRSP0016DH-B 
(FP-16DAV) 

FP EL (2,000個 / リール)

【注】 上記パッケージ品の有無につきましては，担当営業までご確認ください。 
 

機能表 
入力 出力 

CD A B Q Q 
L X X L H 
H L    
H  H   
H H  トリガされない 
H  L トリガされない 

【注】 H : Highレベル 
L : Lowレベル 

 : “H”から“L”への遷移 
 : “L”から“H”への遷移 

X : “H”, “L”いずれでもよい 
 : 1ヶの“H”レベルパルス 
 : 1ヶの“L”レベルパルス 

未使用時の端子処理 : T1, T2端子は開放, A, B, CD端子は VCCまたは GNDに接続してください。 
(トリガされない入力条件を推奨します。) 
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ピン配置 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

16 

15 

14 

13 

12 

11 

10 

9

VCC

T1B

T2B

CDB

AB

BB

QB

QB

T1

T2

CD

A

B

Q

T1A

T2A

CDA

AA

BA

QA

QA

GND

T2

CD

A

B

Q

Q

T1

Q

 

 

ロジックダイアグラム 
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絶対最大定格 
項目 記号 定格値 単位 

電源電圧 VCC –0.5～+7.0 V 
入力電圧 Vin –0.5～VCC + 0.5 V 
出力電圧 Vout –0.5～VCC + 0.5 V 
入力保護ダイオード電流 IIK ±20 mA 
入力保護ダイオード電流 2, 14ピン IIK ±30 mA 
出力寄生ダイオード電流 IOK ±20 mA 
出力電流 Iout ±25 mA 
電源電流 ICC, IGND ±50 mA 
許容損失 PT 500 mW 
保存温度 Tstg –65～+150 °C 
【注】 絶対最大定格値は, 瞬時たりとも超過してはならない限界値を示してあり, どの 2 つ以上の項目も同時に達して

はならない値です。 
 

推奨動作条件 
項目 記号 定格値 単位 条件 

電源電圧 VCC 2～6 V  
入出力電圧 Vin, Vout 0～VCC V  
動作温度 Ta –40～+85 °C  

0～1000 VCC = 2.0 V 
0～500 VCC = 4.5 V 

入力立ち上がり / 立ち下がり時間*1 tr, tf 

0～400 

ns 

VCC = 6.0 V 
【注】 1. 1入力印加時の最大値を示します。測定波形は, スイッチング特性の測定回路の項を参照ください。 
 

DC電気的特性 

  VCC Ta = 25°C Ta = –40～+85°C   
項目 記号 (V) Min Typ Max Min Max 単位 測定条件 

入力電圧 VIH 2.0 1.5 — — 1.5 — V  
  4.5 3.15 — — 3.15 —   
  6.0 4.2 — — 4.2 —   
 VIL 2.0 — — 0.5 — 0.5 V  
  4.5 — — 1.35 — 1.35   
  6.0 — — 1.8 — 1.8   
出力電圧 VOH 2.0 1.9 2.0 — 1.9 — V Vin = VIH or VIL IOH = –20 µA 
  4.5 4.4 4.5 — 4.4 —    
  6.0 5.9 6.0 — 5.9 —    
  4.5 4.18 — — 4.13 —   IOH = –4 mA 
  6.0 5.68 — — 5.63 —   IOH = –5.2 mA 
 VOL 2.0 — 0.0 0.1 — 0.1 V Vin = VIH or VIL IOL = 20 µA 
  4.5 — 0.0 0.1 — 0.1    
  6.0 — 0.0 0.1 — 0.1    
  4.5 — — 0.26 — 0.33   IOL = 4 mA 
  6.0 — — 0.26 — 0.33   IOL = 5.2 mA 
入力電流 Iin 6.0 — — ±0.1 — ±1.0 µA Vin = VCC or GND 
静的消費電流 
(スタンバイ状態) 

ICC 6.0 — — 130 — 220 µA Vin = VCC or GND,  
QA = QB = GND, Iout = 0 µA 

消費電流 
(アクティブ状態) 

ICC 6.0 — — 130 — 220 µA Vin = VCC or GND,  
QA = QB = VCC, 2, 14ピン= 0.5 VCC
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スイッチング特性 
(CL = 50 pF, 入力 tr = tf = 6 ns) 

  VCC Ta = 25°C Ta = –40～+85°C   
項目 記号 (V) Min Typ Max Min Max 単位 測定条件 

伝搬遅延時間 tPLH 2.0 — — 235 — 295 ns A or B→Q 
  4.5 — 22 47 — 59   
  6.0 — — 40 — 50   
 tPHL 2.0 — — 260 — 325 ns A or B→Q 
  4.5 — 23 52 — 65   
  6.0 — — 44 — 55   
 tPHL 2.0 — — 235 — 295 ns CD→Q 
  4.5 — 17 47 — 59   
  6.0 — — 40 — 50   
 tPLH 2.0 — — 235 — 295 ns CD→Q 
  4.5 — — 47 — 59   
  6.0 — — 40 — 50   
パルス幅 tw 2.0 80 — — 100 — ns A, B, CD 
  4.5 16 — — 20 —   
  6.0 14 — — 17 —   
出力パルス幅 tWQ 3.0 50 150 — — — ns 
  5.0 — 100 — — —  

RX = 1 kΩ, CX = 12 pF 

  3.0 — — — — — µs 
  5.0 — 1.3 — — —  

RX = 10 kΩ, CX = 100 pF

  3.0 — — — — — µs 
  5.0 — 9 — — —  

RX = 10 kΩ, CX = 1000 pF

  3.0 — — — — — µs 
  5.0 — 70 — — —  

RX = 10 kΩ,  
CX = 10000 pF 

出力パルス幅バラツキ 
(同一パッケージ出力間) 

∆tWQ 5.0 — ±0.1 — — — % RX = 10 kΩ, CX = 1000 pF

ご使用上の注意事項 
ノイズなどによる誤動作を防止するため, VCC-GND間に周波数特性の良い容量を接続するとともに, 外付部品か
ら Cext, Rext/Cext端子までの配線は極力短くしてご使用ください。 

 

測定回路 

VCC

C  =

50 pF

VCC

L

  1.  CL , 

Q

Rext/CextCext

Clear

QZout = 50Ω

A

Zout = 50Ω

B

Zout = 50Ω

Clear

C  =

50 pF
L

RextCext
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動作説明 
図 3にHD74HC4538のトリガラブルモードの使用例を示します。HD74HC4538は以下のように動作します。 

(図 1参照) 

静止状態では, 外付けタイミングコンデンサ CXは VCC電位にチャージされています。 

トリガが入力されると, Q出力は“H”になります。そして CXは急速に Vref Lower (≈ 1/3 VCC) 電位へディ
スチャージします。その後 CXは外付け抵抗 RXを通して再び Vref Upper (≈ 2/3 VCC) 電位へとチャージアップ
されます。CXの電位が Vref Upperに等しくなるとワンショットはタイムアウトとなり Q出力は“L”となり
ます。 

次に, 回路動作について詳しく述べます。(図 1, 2参照) 

 
• 静止状態 
入力トリガが印加される以前の静止状態においては, 出力ラッチは“H”に, リセットラッチも“H”とな
ります (図 2の [1] )。したがって出力 Qは“L”となります (図 2の [2] )。トリガコントロール回路の出
力は“L”であり, (図 2の [3] ) トランジスタM1, M2, M3は OFFしています。外付けタイミングコンデン
サ CXは VCC電位にチャージされています (図 2の [4] )。そしてアッパー・リファレンス回路の出力は“L”
となります (図 2の [5] )。 
トランジスタM4は ONしており, スイッチ S1は OFFしています。したがって, ロワー・リファレンス回
路の+入力には VCCが印加され, ロワー・リファレンス回路の出力は“L”となります (図 2の [6] )。また, 
このときトリガコントロールリセット回路の出力は“L”となっています。 

 
• トリガ動作 

HD74HC4538は，A入力への“L”→“H”の立ち上がりエッジ (図 2の [7] ), あるいは B入力への“H”
→“L”の立ち下がりエッジ (図 2の [8] ) のいずれでもトリガされます。(この際, 未使用トリガ入力お
よびリセット入力は機能表に示されたレベルに固定されてなければなりません。) この A, あるいは B入
力へのトリガは, トリガコントロール回路の出力を“H”にします (図 2の [9] )。トリガコントロール回
路の出力が“L”→“H”になると次の 3つの事が同時に起こります。 
第 1に出力ラッチは“H”→“L”になり, HD74HC4538の Q出力は“L”→“H”になります (図 2の [10] )。
第 2にトランジスタM3が ONし外付けタイミングコンデンサ CXは GNDレベルへと急速にディスチャー
ジします (図 2の [11] )。第 3にトランジスタM4は OFFし, スイッチ S1は ONします。したがって, CX

の電位はロワー・リファレンス回路のコンパレータ入力に印加されます。 
CXがロワー・リファレンス回路のリファレンス電圧までディスチャージしたとき (図 2の [12] ), アッ
パーとロワーの両リファレンス回路の出力は“H”になります (図 2の [13] )。トリガコントロールリセッ
ト回路出力は“H”になり, トリガコントロール回路のフリップフロップを“L”へとリセットします  
(図 2の [14] )。これはトランジスタM3を再び OFFさせ, CXは時定数 t = RX・CXにて VCCへとチャージアッ
プを開始します (図 2の [15] )。さらに, トランジスタM4が ONし, スイッチ S1は OFFし, “H”レベル
電圧がロワー・リファレンス回路のコンパレータの入力に印加され, コンパレータ出力は“L”になりま
す (図 2の [16] )。HD74HC4538はトリガコントロール回路が“L”になった後はいつでもトリガが可能
となります。 
CXがアッパー・リファレンス回路のリファレンス電圧までチャージアップしたとき (図 2の [17] ), アッ
パー・リファレンス回路の出力は“H”→“L”になります (図 2の [18] )。これは出力ラッチを反転させ
HD74HC4538の Q出力を“L”にします (図 2の [19] )。こうしてタイムアウトサイクルは完了します。 

 
• リセット動作 
リセット端子を“L”にすると，HD74HC4538の Q出力は他入力の状態に関係なく常に“L”になります。
図 2のタイミング・ダイアグラムは, 外付けタイミングコンデンサ CXがアッパー・リファレンス回路の
リファレンス電圧に向かってチャージアップしている途中に (図 2の [20] ) リセットパルスが印加され
た場合を示しています (図 2の [21] )。リセット端子が“L”になるとリセットラッチの出力は“L”とな
りトランジスタM1を ONさせます。 
CXは急速に VCC電位へチャージアップされ, HD74HC4538はいつでもトリガ可能となります。 
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• リトリガ動作 
リトリガラブルモードにて使用した場合 (図 3参照), HD74HC4538はトリガコントロール回路のフリップ
フロップがリセットされた後はいつでも, 出力パルスのタイミングアウト中 (出力 Qが“H”の間) のリ
トリガが可能です。 
トリガコントロール回路のフリップフロップは外付けタイミングコンデンサ CXがロワー・リファレンス
回路のリファレンス電圧にディスチャージした直後にリセットされます。したがって最小リトリガ時間 trr

は内部のディレイ時間と CXのディスチャージ時間との和になります。図 4にノンリトリガラブルモード
にて使用した場合の回路例を示します。 

 
• パワーダウンの際の注意 
外付けタイミングコンデンサ CXに大容量を使用する場合は, HD74HC4538をパワーダウンする際の特別
な注意が必要です。これは CXにチャージされるエネルギーが CXの容量値に比例して大きくなるためです。 
HD74HC4538を用いたシステムをパワーダウンする際, CXは 2, 14ピンの入力保護ダイオードを通じて
VCCにディスチャージします。この入力保護ダイオードに流れる電流は 30 mA以下におさえなければなり
ません。したがって, VCC電源のターンオフ時間は, t = VCC・CX / 30 (mA)より遅くする必要があります。例
えば, VCC = 5 V, CX = 22 µFとした場合, VCC電源のターンオフ時間は t = 5・22 × 10–6 / 30 × 10–3≒3.7 msよ
り遅くする必要があります。通常, 電源は充分にフィルタされているため, この程度のターンオフ時間は
問題にならないと考えられます。もし電源 VCCのターンオフ時間がこれより速くなるような場合は, ICへ
のダメージを防ぐため, 外付けクランピングダイオードを 2, 14ピンと VCCの間に接続することをおすす
めします。 

 
• 電源投入時の注意 
外付けタイミングコンデンサは平常時, VCC電位に充電されています。電源投入後, 最初のトリガが入力さ
れる際には, 外付けタイミングコンデンサが 1/2 VCC以上に充電されている事を確認の上, ご使用くださ
い。 

 
• リトリガ動作時の注意 
外付けタイミングコンデンサの放電期間は, 内部フリップフロップのリセットを行っているため, トリガ
入力をしないでください。特に, 出力パルス幅を大きく取る目的で, 外付けタイミングコンデンサの容量
を大きくしている場合などに, 短い周期のリトリガパルスを入力しますと, すべてのトリガが有効となら
ず, 設定値よりも短い出力パルス幅となるなどの場合があります。リトリガ機能を使用する場合は, 外付
けタイミングコンデンサと抵抗により決定するパルス幅が, リトリガパルス周期の 3倍程度となるように
設定していただくことを推奨いたします。 
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図 1 ファンクション・ダイアグラム 
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図 2 タイミング・ダイアグラム 
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図 3 リトリガラブルモード回路 
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図 4 ノントリガラブルモード回路 
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